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地域⽀援・地域連携
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健康・⽣活

運動・感覚

認知・⾏動

⾔語
コミュニケーション

送迎実施の有無

やさしさと思いやりで、⼈⽣に彩りを与える

こどもとその家族を⼤切に思い、安⼼・笑顔・意欲・⾃信に繋げる

あり（⾨真）、なし（守⼝）

事業所名 ファミリアキッズ⾨真・守⼝ ⽀援プログラム

８時３０分 から １７時３０分 まで

こどもたち1⼈ひとりのあそびや社会性の発達段階に応じた⽀援を⾏っている。⼤⼈との信頼関係を⼟台に、⼦ども同⼠の
関わりや集団活動への参加を促し、また活動を通じて気持ちのコントロールができるように⽀援している。

療育⾒学や就学前相談、就園（学）に向けた情報提供
や就園（学）先への申し送り。保護者の希望に応じて
各関係機関と連携を図り、地域社会への参画と⽀援の
移⾏をサポートしている。

事業所内研修、外部研修サポート（研修休暇、費⽤補
助、⼈材育成制度（新⼈研修、定期個⼈⾯談、⽬標設
定など）、週１回職員会議（事例検討）の実施

就学前相談会、親⼦ふれあい遊び、保護者交流会、避難訓練、季節のイベント、修了式など

⽀ 援 内 容
⽇々の健康状態のチェックや、⼿洗い・着がえ・トイレトレーニングなどの基本的な⽣活スキル習得に向けた援助、⽣活ス
キルを習得しやすいような環境調整など、こどもに応じたオーダーメイドの⽀援を⾏なっている。

個別療育や設定・制作療育における「遊び」を通じて、体や⼿先の動かし⽅を学ぶ機会を提供。また⽇常⽣活に必要な動作
の基本となる運動スキルの習得を⽀援している。加えて感覚特性への気づき、感覚の偏りに対する環境調整や⽀援も⾏う。

⾏動分析学や発達⼼理学を基礎とした⽀援を⾏っている。集団⽣活の中で、こどもたち1⼈ひとりが周囲の環境を的確に捉
え、適応的な⾏動の習得につながるようサポート。また数量や⾊等の概念の理解、こだわりや偏⾷等への⽀援も⾏う。

個別・集団療育におけるあそび⽀援を通して、相⼿と同じものに注意を向け意図を理解・推測したり、⾃分の考えを伝えた
りするなど、相互のコミュニケーションを楽しめる⽀援や⼯夫を⾏う。読み書きのサポートも⾏なっている。

療育⾒学や⾯談、親⼦通園⽇を設けるなどの親⼦の
関わり⽀援や、保護者同⼠の交流会、家庭訪問など
を⾏っている。

相談⽀援事業所や保育所等との定期的な連携の実
施。地域⾃⽴⽀援協議会、連絡会・研修等へ積極的
に参画し、包括した⽀援を⾏っている。

移⾏⽀援

職員の質の向上


